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１.16年 ６月第３四半期の連結業績 (平成15年10月１日～平成16年６月30日) 

(１) 連結経営成績 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

16年 ６月第３四半期 34,868 25.0 2,154 27.7 2,161 21.7 

15年 ６月第３四半期 27,890 48.8 1,686 73.8 1,776 91.6 

  15年 ９月期 37,945 ― 2,455 ― 2,558 ― 
      

 第３四半期（当期）純利益 
１株当たり第３四半期 

(当期)純利益 

潜在株式調整後１株当たり 

第３四半期(当期)純利益 
 百万円 ％ 円 銭 円 銭 

16年 ６月第３四半期 845 △1.1  3,147.27 3,133.05 

15年 ６月第３四半期 854 198.5  19,575.94 19,454.73 

  15年 ９月期 1,196 ― 27,373.46 27,118.49 

(注) 1.持分法投資損益      16年 ６月第３四半期     １百万円  15年 ６月第３四半期     ５百万円   
                 15年 ９月期         ６百万円        
     2.期中平均株式数(連結)   16年 ６月第３四半期   268,615株     15年 ６月第３四半期   43,656株   
                 15年 ９月期       43,715株 
     3.会計処理方法の変更    無  
     4.売上高、営業利益、経常利益、当期純利益におけるパーセント表示は、対前年第３四半期増減率 

 

(２) 連結財政状態 

 総 資 産 株 主 資 本 株 主 資 本 比率 １株当たり株主資本 
 百万円 百万円 ％ 円 銭

16年 ６月第３四半期 18,193 10,543 58.0 38,578.09 

15年 ６月第３四半期 13,943  8,332 59.8 190,057.46 

  15年 ９月期 15,493  8,719 56.3 198,486.00 

(注) 1.期末発行済株式数(連結) 16年 ６月第３四半期      273,312株    15年 ６月第３四半期       44,741株 
                15年 ９月期          43,929株 
    

(３) 連結キャッシュ・フローの状況 

 
営 業 活 動 に よ る 

キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る

キャッシュ・フロー

財 務 活 動 に よ る 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 

期 末 残 高 
 百万円 百万円 百万円 百万円

16年 ６月第３四半期   △377 △70 1,020 5,723 

15年 ６月第３四半期   1,019 1,161 △1,669 4,252 

  15年 ９月期   1,545 1,604 △1,741 5,150 
 
(４) 連結範囲及び持分法の適用に関する事項 

 連結子会社数  ６社  持分法適用非連結子会社数  ０社  持分法適用関連会社数  １社 

(５) 連結範囲及び持分法の適用の異動状況 

 連結(新規)    １社  (除外)    ０社    持分法(新規)    ０社  (除外)    ０社 

２.16年 ９月期の連結業績予想 (平成15年10月１日～平成16年９月30日) 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
 百万円 百万円 百万円 

通   期 48,000 3,200 1,300 

(参考) １株当たり予想当期純利益 (通期)      4,818円 56銭   

(注) 上記記載金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。 

    １株当たり予想当期純利益は、普通株式分割後の期中平均株式数をもとに算定しております。 
   上記の予想の前提条件その他の関連する事項については、添付資料の７ページを参照してください。 
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※ 情報量が多いため、記載事項毎に掲載ページを示しておりますので、ご参照ください。 

本資料に掲載されている当社グループの計画、見通し、戦略などのうち、歴史的事実でないものは、一定の
前提の下に作成した将来の見通しであり、また現在入手可能な情報から得られた当社経営者の判断に基づいて
おります。 
従いまして、当社グループの業績、企業価値等を検討されるに当たりましては、これらの見通しのみに全面
的に依拠されることは控えて下さるようお願いいたします。実際の業績は、さまざまな要素により、これら見
通しとは大きく異なる結果となりうることをご承知おき下さい。 
実際の業績に影響を与える重要な要素としては、（1）当社を取り巻く経済情勢（鉱工業生産指数、在庫指
数等）および雇用情勢の変化、(2)金利等の変動、(3)地震などの災害に伴う企業インフラの損害、(4)当社グ
ループの行う事業に適用のある労働基準法、労働者派遣法等の関連法令の変更、解釈の変更などです。ただし、
業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。 

また、新たな情報、将来の事象、その他の結果にかかわらず、常に当社グループが将来の見通しを見直すと

は限りません。 
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１. 経営成績 

  

平成16年９月期第３四半期連結業績は、四半期における過去最高の売上高を達成。 

㈱アパユア－ズの子会社化に伴う暖簾代を一括処理し、純損失となる。 

 

 

（１） 第３四半期業績ハイライト 

当第３四半期：平成16年４月１日～平成16年６月30日/前第３四半期：平成15年４月１日～平成15年６月30日 

 

①連結第３四半期業績ハイライト                  （単位：百万円）         

  当第３四半期 前第３四半期 増減率 

売 上 高 12,287 9,173 33.9％ 

営 業 利 益 560 456 22.7％ 

経 常 利 益 549 479 14.5％ 

第３四半期純利益 △50 314 －  

1株当たり第３四半期純利益 ※ △184円43銭 7,179円04銭    －  

 
※平成15年11月20日をもって株式分割（１株を3株に分割）ならびに平成16年５月20日をもって株式分割（1株
を２株に分割）を実施しております。なお、当第３四半期の 1 株当たり第３四半期純利益は、株式分割が期首に行わ
れたものとして算出しております。 
 

《概況》 

当第３四半期における当社グループは、既存顧客のみならず新規顧客からも受注が増加し、

業績を伸長させることができました。これは、企業活動における開発、設計、生産、物流の活

発化を受けアウトソーシング需要が拡大したこと、積極的な拠点展開により全国でのサービス

体制を急速に整えたこと、当社グループのサービスの優位性と対応力で需要の取り込みを行っ

たことによります。 
地域別にみますと、経済の回復が著しい東海・中国地域からの受注拡大が上期より続いてお

ります。 
セグメント別では、スポット事業、ファクトリー事業、テクノロジー事業のすべての部門に

おいて好調に推移しました。 

販売費及び一般管理費につきましては、積極的な拠点展開に伴い人件費等を中心に増加いた

しました。また、特別損失といたしまして、平成16年６月１日の株式交換による㈱アパユアー

ズの完全子会社化により一括処理した連結調整勘定償却額317百万円等を計上いたしました。 

この結果、売上高は12,287百万円（前年同期比33.9％増）、営業利益は560百万円（同22.7％

増）、第３四半期純損失50百万円（前年同期は314百万円の利益）となりました。 
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②セグメント別第３四半期業績ハイライト   

スポット事業                             （単位：百万円） 

 当第３四半期 前第３四半期 増減率 

外部顧客に対する売上高 7,498 5,366 39.7％ 

セグメント間の内部売上高 110 51 113.7％ 

売 上 高 計 7,608 5,418 40.4％ 

営 業 利 益 589 441 33.4％ 

営業利益率 7.7％ 8.2％     － 

 

アウトソーシング市場におけるスポット事業の分野では、景気の着実な回復に加え、すべて

の業務を正社員が行うのではなくアウトソーシング企業を有効に利用するという企業の収益構

造・雇用形態の変化を受け、全国各地において需要が拡大しております。このような環境のも

と、顧客企業のニーズへの対応力強化のため、上期に引き続き全国拠点網の充実を図り、当四

半期 53 拠点を新設いたしました。これにより当四半期末のスポット事業の拠点数は、㈱フル

キャストの174拠点、㈱フルキャストオフィスサポートの６拠点を合わせ全国180拠点（前年

同期比 104 拠点増）となりました。さらに完全子会社化した㈱アパユアーズの 24 拠点が加わ

り全国 204 拠点（前年同期比 128 拠点増）となりました。積極的な拠点配置によって、家電、

飲料等を扱う物流・倉庫関連を中心とした既存顧客企業からの受注が拡大するとともに、全国

規模のセールスプロモーションを扱う新規の顧客企業からの受注も増加し、業績が伸長いたし

ました。 

地域別にみますと、東海および中国地域において特に受注が拡大しております。 

また、当社グループ独自の請負の質的向上により企業の業務効率化に結びつける「ハイクオ

リティー・ソリューション」を利用する顧客企業も順調に増加し、これまで閑散期の傾向にあ

った第３四半期の業績を下支えしました。 

販売費及び一般管理費につきましては、拠点開設費用および人員の積極的な採用に伴う人件

費関連の増加による利益の減少要因がありましたが、ＩＴを有効に活用することで効率的な採

用を行い登録スタッフの採用単価の抑制に努めるなどいたしました。 

これらの結果、売上高は7,608百万円（前年同期比40.4％増）、営業利益589百万円（同33.4％

増）となりました。 

（注）「ハイクオリティー・ソリューション」とは、作業効率の改善まで踏み込むことにより企業の生産
性の向上を担うアウトソーシングの新しいスタイルです。 
 
 
ファクトリー事業                         （単位：百万円） 

 当第３四半期 前第３四半期 増減率 

外部顧客に対する売上高 3,043 2,503 21.6％ 

セグメント間の内部売上高 4 13 △67.5％ 

売 上 高 計 3,047 2,516 21.1％ 

営 業 利 益 85 76 12.0％ 

営業利益率 2.8％ 3.0％     － 
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ファクトリー事業におきましては、平成 16 年３月１日に施行された改正労働者派遣法によ

る製造業務への派遣解禁をうけ、㈱フルキャストファクトリーならびに㈱フルキャストセント

ラルでは、派遣、請負の両方を顧客企業が選択可能な体制を整え顧客企業のニーズに対応いた

しました。 

自動車業界以外の工場ライン請負業務を行っている㈱フルキャストファクトリーにおきまし

ては、カメラ付き高機能型携帯電話、ＨＤＤ付きＤＶＤレコーダーや薄型テレビといったデジ

タル家電製品の製造ラインの受注が上期に引き続き好調に推移するとともに、食品・飲料業界

からの受注が拡大いたしました。 

自動車業界の工場ライン請負業務に特化した㈱フルキャストセントラルにおきましては、主

要顧客からの受注の増加に加え、新規の企業から受注したことから業績伸長いたしました。 

販売費及び一般管理費は、今後の業容拡大を睨み積極的に人員を配置したことにより人件費

等が増加したこと、雇用情勢の改善が進むにつれ採用活動に厳しさが増してきたことから求人

費が増加いたしました。 

その結果、売上高は3,047 百万円（前年同期比21.1％増）、営業利益85 百万円（同12.0％

増）となりました。当四半期末の拠点数は、㈱フルキャストファクトリーが 24 拠点（前年同

期比６拠点増）となり、㈱フルキャストセントラル18拠点（同６拠点増）を合わせて全国42

拠点となっております。 

 

テクノロジー事業                         （単位：百万円） 

 当第３四半期 前第３四半期 増減率 

外部顧客に対する売上高 1,651 1,175 40.5％ 

セグメント間の内部売上高 8 3 139.3％ 

売 上 高 計 1,660 1,179 40.8％ 

営業利益 51 70 △26.9％ 

営業利益率 3.1％ 6.0％      －  

 

ＩＴ・エレクトロニクス業界は、半導体、パソコン、液晶のデジタル関連製品の需要拡大を

背景に研究開発投資と設備投資を積極的に進めているため、技術者の需要が増大しております。  

このような環境下、新卒技術者152人を早期に配属できたことから、当四半期の技術者稼働率

は、93.0％となりました。なお、研修期間中の人件費が利益圧迫要因となり当第３四半期は一

時的に営業利益率が低下いたしました。受注単価につきましては、第２四半期に引き続き上昇

傾向で推移しました。 

この結果、売上高は1,660百万円（前年同期比40.8％増）、営業利益51百万円（前年同期比

26.9％減）となりました。 
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（２）９ヶ月累計の業績ハイライト 
当期(9ヶ月間)平成15年10月１日～平成16年６月30日/前期(9ヶ月間)平成14年10月１日～平成15年６月30日 

①連結                                （単位：百万円） 

  当期（９ヶ月間） 前期（９ヶ月間） 増減率 

売上高 34,868 27,890 25.0％ 

営業利益 2,154 1,686 27.7％ 

経常利益 2,161 1,776 21.7％ 

当期純利益 845 854 △1.1％ 

1株当たり当期純利益  3,147円27銭  19,575円94銭    －  

 
※平成15年11月20日をもって株式分割（１株を3株に分割）ならびに平成16年５月20日をもって株式分割（1株
を２株に分割）を実施しております。なお、当期（９ヶ月間）の 1 株当たり当期純利益は、株式分割が期首に行われ
たものとして算出しております。 

 

②セグメント別  

スポット事業                             （単位：百万円） 

 当期（９ヶ月間） 前期（９ヶ月間） 増減率 

外部顧客に対する売上高 21,278 16,548 28.6％ 

セグメント間の内部売上高 254 283 △10.3％ 

売上高計 21,532 16,831 27.9％ 

営業利益 2,077 1,725 20.3％ 

営業利益率 9.6％ 10.3％     － 

 

ファクトリー事業                         （単位：百万円） 

 当期（９ヶ月間） 前期（９ヶ月間） 増減率 

外部顧客に対する売上高 8,938 7,766 15.1％ 

セグメント間の内部売上高 30 28 6.5％ 

売上高計 8,968 7,795 15.1％ 

営業利益 371 357 4.0％ 

営業利益率 4.1％ 4.6％     － 

 

テクノロジー事業                         （単位：百万円） 

 当期（９ヶ月間） 前期（９ヶ月間） 増減率 

外部顧客に対する売上高 4,329 3,105 39.4％ 

セグメント間の内部売上高 49 42 15.4％ 

売上高計 4,379 3,148 39.1％ 

営業利益 141 57 148.1％ 

営業利益率 3.2％      1.8％      －  
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(３)連結業績予想 

 平成16年９月期の連結業績予想と進捗状況（平成15年10月1日～平成16年９月30日） 

（単位：百万円） 

 当期（９ヶ月） 通期予想 進捗率 

売上高 34,868 48,000 72.6％ 

経常利益 2,161 3,200 67.6％ 

当期純利益 845 1,300 65.0％ 

 （参考）１株当たり予想当期純利益 （通期）4,818円56銭 

 ※ １株当たり予想当期純利益は、平成15年11月20日に実施いたしました株式分割（1株を３株

に分割）ならびに平成16年５月20 日に実施いたします株式分割（１株を２株に分割）が期首に

行われたものとして算出しております。 

 

 （参考）平成15年９月期の連結業績推移               （単位：百万円） 

 第１四半期 
平成14年10月～

平成14年12月 

第２四半期 
平成15年1月～

平成15年3月 

第３四半期 
平成15年4月～

平成15年６月 
９ヶ月累計

第４四半期 
平成15年７月～

平成15年９月 
通期 

売上高 9,066 9,650 9,173 27,890 10,054 37,945

経常利益 672 624 479 1,776 782 2,558

当期純利益 331 208 314 854 342 1,196

通期売上高 

寄与率 
23.9％ 25.4％ 24.2％ 73.5％ 26.5％ － 

  

平成16年9月期の連結業績につきましては、売上高48,000百万円（前期比26.5％増）、

経常利益3,200 百万円（同25.1％増）、当期純利益1,300 百万円（同8.6％増）を見込んで

おります。現在、受注状況は好調に推移しており、平成16年５月10日発表の業績予想から

変更はありません。 

 

セグメント別の見通しは次のとおりです。 

① スポット事業 

スポット事業におきましては、積極的に進めている全国への拠点展開により、第３四

半期までに配置した拠点が、第４四半期の業績に寄与していくと考えております。 

業界別では、㈱アパユアーズの子会社化によりアミューズメント業界からの受注の拡

大が見込まれるとともに、物流・倉庫業界からの受注のみならず、セールスプロモーシ

ョン・イベント・フードなどのサービス業界からも受注拡大が引き続き見込まれます。  

また、㈱フルキャストオフィスサポートでは、サービスを開始した『日本版 PEO』※

において引き続き受注が見込まれます。 

同時に、株式交換により子会社化した㈱アパユアーズにつきましては、システムの導

入、経費の見直しなど収益構造の再構築に取り組んでまいります。 

 

② ファクトリー事業 

ファクトリー事業におきましては、主要顧客である製造業からの受注が堅調に推移す

る見込です。また、自動車業界におきましては、顧客企業の好調な生産動向により業績
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の伸長が見込まれます。 

 

③ テクノロジー事業 

テクノロジー事業におきましては、引き続き技術者派遣部門が好調に推移し、業績を

牽引する見込です。㈱フルキャストテクノロジーのみならず、㈱フルキャストセントラ

ルにおいて自動車関連分野の技術者派遣部門も拡充し、収益に寄与する見込であります。 

 

※『日本版ＰＥＯ』は当社グループが持つ人材派遣、人材紹介、業務請負業のノウハウをベースにした新しいビ

ジネスモデルで、米国においては急速に普及し、雇用形態として確立している PEO（Professional Employer 

Organization）を日本の現状（法規制など）に適合させた取り組みです。 

 

「日本版PEO」概念図 

 

 

 

                          

                   専門職 

                     ノウハウ 

派遣料支払 

派遣契約 

給与支払 
転籍 
派遣雇用契約 

スタッフ 

ﾌﾙｷｬｽﾄｵﾌｨｽｻﾎﾟｰﾄ クライアント 

労務提供 
指揮命令  

 

 

 

米国で確立しているPEO（Professional Employe

 

約 10 年前から米国で発生し、急速に普及し

就業者の共同雇用主となる。PEOは、従業員の

総務機能）を専門的に処理し、企業は第１雇用

への給与は、PEOより支払われる。PEOは、原則

で実現させることで、中小企業を中心に広がり

PEOの市場規模は年率約30％以上で拡大してお

に成長し、人材ビジネス市場売上の約35％を占

Inc予測）。既に米国PEO協会も設立されるなど

 

 

(注１)経営成績におきまして、記載して

を記載しております。 

               (当期会計
   前年同期比増減％＝        

前
 
                         

(注２)１株当たりの予想当期純利益 ＝ 
－8－ 

専門職希望者

r Organization）について 

ている共同雇用方式の就業形態。企業と PEO が契約に基づき、

第２雇用主として雇用に関わる諸手続（税金・保険など人事・

主として、ビジネス上の指揮命令、人事権を行使する。従業員

的に長期雇用を前提として従業員への福利厚生の充実を安価

、現在は大手企業においても広く活用されている。米国では、

り、2003年には720億ドル（日本円：7兆円強）のマーケット

めているといわれる（Ｓｔａｆｆｉｎｇ Industry Analysts, 

、社会的な認知も十分に得ている。 

おります前年同期比、計画比は次の算式による比率

期間の数値―前期会計期間の数値) 
                    ×100 
期会計期間の数値  

    普通株式に係る予想当期純利益 
 
平成16年９月期想定期中平均普通株式数  
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《参考》四半期毎の連結業績の推移 

平成16年９月期（連結） 
第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 

 
15年10月～15年12月 16年１月～16年３月 16年４月～16年６月 16年７月～16年９月 

通 期 

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

売上高 11,249 11,331 12,287 ― 34,868 

売上総利益 3,224 3,265   3,366 ― 9,855 

営業利益 813 781     560 ― 2,154 

経常利益 821 791     549 ― 2,161 

税金等調整前当期純利益 824 815     223 ― 1,863 

当期純利益 415 479    △50 ― 845 
 円 円 円 円 円

１株当たり当期純利益 3,132.34 3,606.94     △184.43 ― 3,147.27 

潜在株式調整後１株当たり 
当期純利益 

3,124.52 3,592.60 ― ― 3,133.05 

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

総資産 15,689 16,649 18,193 ― 18,193 

株主資本 9,274 10,049 10,543 ― 10,543 
 円 円 円 円 円

１株当たり株主資本 69,177.50 74,283.03    38,578.09 ― 38,578.09 

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

営業活動による 
キャッシュ・フロー 

△1,384 900   106 ― △377 

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

△187 △17   133 ― △70  

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

1,158 △778   640 ― 1,020      

現金及び現金同等物期末残高 4,737 4,842 5,723 ― 5,723  
    

(注）平成16 年９月期第１四半期、第２四半期及び第３四半期の１株当たり当期純利益ならびに第1四半期、第２四半期潜在株式調整後１株

当たり当期純利益は、平成15年11月20日に実施いたしました株式分割（1株を３株に分割）及び平成16年５月20日に実施いたしました

株式分割（1株を２株に分割）が期首に行われたものとして算出しております。なお、第３四半期潜在株式調整後1株当たり当期純利益は、

希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

平成15年９月期（連結） 

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 
 

14年10月～14年12月 15年１月～15年３月 15年４月～15年６月 15年７月～15年９月 
通 期 

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

売上高 9,066 9,650 9,173 10,054 37,945 

売上総利益 2,652 2,821 2,586 2,938 10,998 

営業利益 637 592 456 768 2,455 

経常利益 672 624 479 782 2,558 

税金等調整前当期純利益 672 547 603 729 2,552 

当期純利益 331 208 314 342 1,196 

 円 円 円 円 円

１株当たり当期純利益 7,637.99 4,764.38 7,179.04 7,792.92 27,373.46 

潜在株式調整後１株当たり
当期純利益 

― 4,754.38 7,098.50 7,710.87 27,118.49 

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

総資産 14,766 15,963 13,943 15,493 15,493 

株主資本 7,707 8,029 8,332 8,719 8,719 

 円 円 円 円 円

１株当たり株主資本 177,402.01 183,441.13 190,057.46 198,486.00 198,486.00 

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

営業活動による 
キャッシュ・フロー 

△478 822 675 526  1,545 

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

△196 △287 1,644 443 1,604 

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

584 △499 △1,754 △71 △1,741 

現金及び現金同等物期末残高 3,650 3,686 4,252 5,150 5,150 
 
（注）平成15年9月期第1四半期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、
記載しておりません。 
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《参考》四半期毎のセグメント別業績の推移 

 平成16年９月期 会計期間（自 平成15年10月１日 至 平成16年9月30日）   
 平成15年９月期 会計期間 (自 平成14年10月１日 至 平成15年9月30日)   （単位：百万円） 

スポット事業 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 合計 

(1)外部顧客に対する売上高 7,009  6,770 7,498 ― 21,278 

(2)ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部売上高又は振替高 54   88  110 ―    254 

売 上 高 計 7,064  6,859 7,608 ― 21,532 

営 業 費 用 6,270  6,165 7,019 ― 19,455 

営業利益又は営業損失(△) 794   693   589 ―  2,077 

 

平
成
16
年
９
月
期 

営 業 利 益 率 11.2％  10.1％ 7.7％ ―  9.6％ 

(1)外部顧客に対する売上高 5,626 5,555 5,366  5,657  22,205   

(2)ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部売上高又は振替高 129 102 51 99 382 

売 上 高 計 5,755 5,657 5,418 5,756 22,588 

営 業 費 用 5,047 5,081 4,976 5,212 20,318 

営業利益又は営業損失(△) 708 575 441 544 2,269 

 

平
成
15
年
９
月
期 

営 業 利 益 率 12.3％ 10.2％  8.2％  9.5％ 10.0％ 
 

ファクトリー事業  第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 合計 

(1)外部顧客に対する売上高 2,898    2,996 3,043 ― 8,938 

(2)ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部売上高又は振替高 15      10     4 ―    30 

売 上 高 計 2,914     3,006 3,047 ― 8,968 

営 業 費 用 2,775     2,859 2,961 ― 8,596 

営業利益又は営業損失(△) 138       147    85 ―   371 

 

平
成
16
年
９
月
期 

営 業 利 益 率 4.8％     4.9％ 2.8％ ― 4.1％ 

(1)外部顧客に対する売上高 2,458 2,804 2,503 2,946 10,713 

(2)ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部売上高又は振替高 8 6 13 11 39 

売 上 高 計 2,466 2,811 2,516 2,957 10,752 

営 業 費 用 2,367 2,630 2,440 2,721 10,158 

営業利益又は営業損失(△) 99 181 76 236 594 

 

平
成
15
年
９
月
期 

営 業 利 益 率  4.0％  6.4％  3.0％  8.0％  5.5％ 
 

テクノロジー事業 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 合計 

(1)外部顧客に対する売上高 1,233    1,444 1,651 ― 4,329 

(2)ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部売上高又は振替高    －      41   8 ―  49 

売 上 高 計 1,233     1,485 1,660 ― 4,379 

営 業 費 用 1,222     1,407 1,608 ― 4,237 

営業利益又は営業損失(△) 11        78   51 ―   141 

 

平
成
16
年
９
月
期 

営 業 利 益 率 0.9％     5.3％ 3.1％ ― 3.2％ 

(1)外部顧客に対する売上高 887 1,042 1,175 1,207 4,313 

(2)ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部売上高又は振替高 24 14 3 446 489 

売 上 高 計 911 1,057 1,179 1,653 4,802 

営 業 費 用 942 1,040 1,108 1,509 4,600 

営業利益又は営業損失(△) △30 17 70 144 201 

 

平
成
15
年
９
月
期 

営 業 利 益 率 △3.4％ 1.6％ 6.0％ 8.7％ 4.2％ 
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 (４) 財政状態（連結）の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本 株 主 資 本 比 率 １株当たり株主資本

百万円 百万円 ％ 円

平成16年９月期第３四半期 18,193  10,543  58.0  38,578.09  

平成15年９月期第３四半期 13,943  8,332  59.8  190,057.46  
 

※平成15年11月20日をもって株式分割（１株を３株に分割）を実施しております。 

 

連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による

キャッシュ・フロー

投資活動による

キャッシュ・フロー

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物

期 末 残 高
百万円 百万円 百万円 百万円

平成16年９月期累計  △377  △70  1,020  5,723  

平成15年９月期累計 1,019  1,161  △1,669  4,252  

（参考）  

平成16年９月期第３四半期 106  133  640  5,723  

平成15年９月期第３四半期 675  1,644  △1,754  4,252  
 
  

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報］ 

当第３四半期連結会計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」とい

う）は、前年同期に比べ1,470百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末において5,723

百万円になりました。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  当第３四半期連結会計期間において営業活動の結果使用した資金は、377 百万円（前年同

期は得られた資金1,019百万円）となりました。 

  これは主に、税金等調整前第３四半期純利益が1,863百万円であったのに対し、売掛債権

の増加が522 百万円（仕入債務の増加は162 百万円）、法人税等の支払が1,866 百万円であ

ったこと等によるものです。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結会計期間において投資活動の結果使用した資金は、70 百万円(前年同期

は得られた資金1,161百万円)となりました。 

 これは主に、連結の範囲の変更を伴う子会社株式取得による収入が221百万円であったの

に対し、拠点出店等の有形固定資産の取得による支出が225百万円、ソフトウェアなどの無

形固定資産の取得による支出が172百万円であったこと等によるものです。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結会計期間において財務活動の結果得られた資金は、1,020 百万円（前年

同期は使用した資金1,669百万円）となりました。 

これは主に、配当金の支払が310百万円、長期借入金の返済による支出が206百万円であ

ったのに対し、短期借入金の純増減額が1,245百万円、成功報酬型ワラントの権利行使に伴

う株式の発行による収入が349百万円であったこと等によるものです。 
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２.第３四半期連結財務諸表等 

① 第３四半期連結貸借対照表 

 

  
当第３四半期連結会計期間末 

(平成16年６月30日) 

前第３四半期連結会計期間末 

(平成15年６月30日) 

前連結会計年度 
要約連結貸借対照表 
(平成15年９月30日) 

区分 
注記
番号

金額(千円) 
構成比
(％)

金額(千円) 
構成比
(％)

金額(千円) 
構成比
(％)

(資産の部)    

Ⅰ 流動資産    

１ 現金及び預金   5,245,581 3,752,194  4,650,781

２ 受取手形及び売掛金   5,948,485 4,365,279  5,018,484

３ 有価証券   799,421 900,843  801,233

４ たな卸資産   82,120 59,703  70,665

５ その他   738,394 919,657  576,139

貸倒引当金   △67,496 △62,715  △56,894

流動資産合計   12,746,507 70.1 9,934,962 71.3  11,060,408 71.4

Ⅱ 固定資産    

１ 有形固定資産    

(1) 建物及び構築物 ※１ 508,450 544,638 557,871 

減価償却累計額  146,390 362,060 141,396 403,241 125,378 432,493

(2) 機械装置 
  及び運搬具 

 43,996 26,438 25,900 

減価償却累計額  24,826 19,170 11,391 15,047 12,791 13,108

(3) 工具器具備品  611,554 363,273 370,929 

減価償却累計額  273,992 337,562 183,138 180,135 195,676 175,253

(4) 土地 ※１  606,469 606,469  606,469

(5) 建設仮勘定   3,279 3,620  9,720

有形固定資産合計   1,328,541 7.3 1,208,513 8.6  1,237,044 8.0

２ 無形固定資産    

(1) ソフトウェア   692,576 316,249  644,336

(2) その他   88,831 333,574  58,262

無形固定資産合計   781,407 4.3 649,824 4.7  702,598 4.5

３ 投資その他の資産    

(1) 投資有価証券 ※２  1,283,598 524,435  601,649

(2) 保険積立金   997,657 730,629  809,927

(3) その他   1,105,320 930,275  1,118,276

貸倒引当金   △49,123 △35,538  △36,355

投資その他の 
資産合計 

  3,337,453 18.3 2,149,802 15.4  2,493,497 16.1

固定資産合計   5,447,402 29.9 4,008,139 28.7  4,433,139 28.6

Ⅲ 繰延資産    

１ 社債発行差金   ― 24  16

繰延資産合計   ― ― 24 0.0  16 0.0

資産合計   18,193,909 100.0 13,943,127 100.0  15,493,565 100.0
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当第３四半期連結会計期間末 

(平成16年６月30日) 

前第３四半期連結会計期間末 

(平成15年６月30日) 

前連結会計年度 
要約連結貸借対照表 
(平成15年９月30日) 

区分 
注記
番号

金額(千円) 
構成比
(％)

金額(千円) 
構成比
(％)

金額(千円) 
構成比
(％)

(負債の部)    

Ⅰ 流動負債    

１ 短期借入金 ※１  2,290,034 900,000  900,000

２ １年内返済予定 
長期借入金 

※１  174,565 289,245  247,314

３ 未払金   2,267,472 1,785,115  2,059,843

４ 未払費用   1,057,341 ―  810,182

５ 未払法人税等   225,185 609,925  1,162,544

６ 賞与引当金   269,319 209,052  449,017

７ その他   343,955 909,433  304,446

流動負債合計   6,627,873 36.4 4,702,771 33.7  5,933,348 38.3

Ⅱ 固定負債    

１ 長期借入金 ※１  286,040 419,605  373,386

２ 退職給付引当金   292,362 278,561  257,081

３ 役員退職慰労引当金   2,728 1,440  1,739

４ その他   256,058 90,314  70,189

固定負債合計   837,189 4.6 789,920 5.7  702,395 4.5

負債合計   7,465,063 41.0 5,492,692 39.4  6,635,744 42.8

    

    

(少数株主持分)    

少数株主持分   184,977 1.0 118,125 0.8  138,529 0.9

    

(資本の部)    

Ⅰ 資本金   3,464,100 19.0 3,276,150 23.5  3,289,350 21.3

Ⅱ 資本剰余金   3,018,338 16.6 2,501,009 17.9  2,514,473 16.2

Ⅲ 利益剰余金   3,799,403 20.9 2,922,970 21.0  3,264,994 21.1

Ⅳ その他有価証券 
  評価差額金 

  452,135 2.5 13,146 0.1  31,440 0.2

Ⅴ 自己株式   △190,108 △1.0 △380,966 △2.7  △380,966 △2.5

資本合計   10,543,868 58.0 8,332,308 59.8  8,719,291 56.3

負債、少数株主持分 
及び資本合計 

  18,193,909 100.0 13,943,127 100.0  15,493,565 100.0
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② 第３四半期連結損益計算書 

 

  
当第３四半期連結会計期間 

(自 平成15年10月１日 
至 平成16年６月30日) 

前第３四半期連結会計期間 

(自 平成14年10月１日 
至 平成15年６月30日) 

前連結会計年度 
要約連結損益計算書 
(自 平成14年10月１日 
至 平成15年９月30日) 

区分 
注記
番号

金額(千円) 
百分比
(％)

金額(千円) 
百分比
(％)

金額(千円) 
百分比
(％)

Ⅰ 売上高   34,868,629 100.0 27,890,890 100.0  37,945,412 100.0

Ⅱ 売上原価   25,012,940 71.7 19,830,482 71.1  26,946,684 71.0

売上総利益   9,855,688 28.3 8,060,407 28.9  10,998,727 29.0

Ⅲ 販売費及び一般管理費 ※１  7,701,057 22.1 6,373,638 22.8  8,543,412 22.5

営業利益   2,154,631 6.2 1,686,769 6.1  2,455,315 6.5

Ⅳ 営業外収益    

１ 受取利息  5,012 31,857 42,831 

２ 家賃収入  17,006 69,699 77,268 

３ 匿名組合投資利益  33,004 42,666 57,746 

４ 持分法による 
  投資利益 

 1,009 5,364 6,721 

５ その他  49,306 105,338 0.3 38,838 188,426 0.7 79,208 263,775 0.7

Ⅴ 営業外費用    

１ 支払利息  24,083 45,584 53,003 

２ ソフトウェア償却費  2,510 7,500 10,000 

３ その他  71,602 98,195 0.3 45,925 99,010 0.4 97,428 160,432 0.4

経常利益   2,161,774 6.2 1,776,184 6.4  2,558,658 6.8

Ⅵ 特別利益    

１ 固定資産売却益 ※２ 16 109,486 109,486 

２ 投資有価証券売却益  29,161 284 30,685 

３ 貸倒引当金戻入益  12,867 2,333 6,424 

４ 退職給付引当金 
  戻入益 

 ― ― 14,906 

５ 役員退職慰労引当金 
  戻入益 

 ― 648 648 

６ 保険解約返戻金  ― 42,045 0.1 4,806 117,559 0.4 4,806 166,958 0.4

Ⅶ 特別損失    

１ 固定資産売却損 ※３ ― 341 341 

２ 固定資産除却損 ※４ 3,521 27,012 28,081 

３ 投資有価証券売却損  314 3,225 3,318 

４ 投資有価証券評価損  11,109 24,064 43,567 

５ 保険解約損  7,188 ― ― 

６ 本社移転費用 ※５ ― ― 81,955 

７ 解約違約金 ※６ ― 16,001 16,001 

８ 連結調整勘定償却額  317,708 339,843 1.0 ― 70,645 0.3 ― 173,266 0.5

税金等調整前 
第３四半期(当期) 
純利益 

  1,863,977 5.3 1,823,098 6.5  2,552,349 6.7

法人税、住民税 
及び事業税 

 847,864 930,700 1,479,602 

法人税等調整額  116,188 964,052 2.8 △18,124 912,576 3.2 △207,058 1,272,543 3.4

少数株主利益   54,516 0.1 55,914 0.2  83,175 0.2

第３四半期(当期) 
純利益 

  845,407 2.4 854,607 3.1  1,196,630 3.1
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                                    株式会社フルキャスト 

③ 第３四半期連結剰余金計算書 

 

 

 
 

当第３四半期連結会計期間

(自 平成15年10月１日 
至 平成16年６月30日) 

前第３四半期連結会計期間 

(自 平成14年10月１日 
至 平成15年６月30日) 

前連結会計年度 
連結剰余金計算書 

(自 平成14年10月１日 
至 平成15年９月30日) 

区分 
注記 

番号 
金額(千円) 金額(千円) 金額(千円) 

（資本剰余金の部）    

Ⅰ 資本剰余金期首残高  2,514,473 2,514,473 2,486,474 2,486,474 2,486,474 2,486,474

Ⅱ 資本剰余金増加高    

   １ 増資による新株式の発行  178,245 14,535  27,999 

   ２ 自己株式処分差益  325,620 503,865 ― 14,535 ― 27,999

Ⅲ 資本剰余金第３四半期(期末)残高  3,018,338 2,501,009  2,514,473

（利益剰余金の部）    

Ⅰ 利益剰余金期首残高  3,264,994 3,264,994 2,199,480 2,199,480 2,199,480 2,199,480

Ⅱ 利益剰余金増加高    

   １ 第３四半期（当期）純利益  845,407 854,607  1,196,630 

   ２ 連結子会社間の合併に伴う 

  利益剰余金増加高 
 ― 24,763  24,763 

   ３ 持分法除外による 

  利益剰余金増加高 
 ― 845,407 ― 879,370 0 1,221,395

Ⅲ 利益剰余金減少高    

   １ 配当金  310,998 108,943  108,943 

   ２ 自己株式処分差損  ― 310,998 46,938 155,881 46,938 155,881

Ⅳ 利益剰余金第３四半期(期末)残高  3,799,403 2,922,970  3,264,994

    

 

― 15 ― 



                                    株式会社フルキャスト 

④ 第３四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

 

  

当第３四半期連結会計期間

(自 平成15年10月１日 

至 平成16年６月30日)

前第３四半期連結会計期間 

(自 平成14年10月１日 

至 平成15年６月30日) 

前連結会計年度 

連結キャッシュ・フロー

計算書 

(自 平成14年10月１日 

至 平成15年９月30日)

区分 
注記 

番号 
金額(千円) 金額(千円) 金額(千円) 

Ⅰ 営業活動による 

キャッシュ・フロー 
  

１ 税金等調整前 

第３四半期(当期)純利益 
 1,863,977 1,823,098 2,552,349

２ 減価償却費  212,433 176,149 237,265

３ 貸倒引当金の増減額  △13,495 21,201 16,196

４ 賞与引当金の増減額  △185,367 △104,414 135,550

５ 退職給付引当金の増加額  35,280 49,989 28,509

６ 役員退職慰労引当金の増減額  989 △962 △663

７ 受取利息及び受取配当金  △9,286 △32,002 △42,976

８ 支払利息  24,083 45,584 53,003

９ 固定資産売却益  △16 △109,486 △109,486

10 固定資産売却損  ― 341 341

11 固定資産除却損  3,521 27,012 49,292

12 新株発行費・社債発行差金償却  6,078 135 753

13 匿名組合投資利益  △33,004 △42,666 △57,746

14 投資有価証券売却益  △29,161 ― △30,685

15 投資有価証券評価損  11,109 24,064 43,567

16 営業権償却額  6,388 6,136 8,717

17 連結調整勘定償却額  319,040 9,023 29,166

18 持分法による投資利益  △1,009 △5,364 △6,721

19 売上債権の増加額  △522,354 △435,516 △1,089,832

20 たな卸資産の増加額  △9,669 △18,059 △29,020

21 仕入債務の増加額  162,257 274,136 286,790

22 保険積立金の増加額  △186,514 ― △158,977

23 その他  △150,660 115,742 428,824

小計  1,504,620 1,824,144 2,344,220

24 利息及び配当金の受取額  8,825 27,539 37,838

25 利息の支払額  △23,780 △43,423 △50,733

26 法人税等の支払額  △1,866,726 △789,234 △785,495

営業活動による 

キャッシュ・フロー 
 △377,060 1,019,025 1,545,830
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当第３四半期連結会計期間

(自 平成15年10月１日 

至 平成16年６月30日)

前第３四半期連結会計期間 

(自 平成14年10月１日 

至 平成15年６月30日) 

前連結会計年度 

連結キャッシュ・フロー

計算書 

(自 平成14年10月１日 

至 平成15年９月30日)

区分 
注記 

番号 
金額(千円) 金額(千円) 金額(千円) 

Ⅱ 投資活動による 

キャッシュ・フロー 
  

１ 定期預金の預入による支出  △13,410 ― ―

２ 有価証券の取得による支出  △298,540 △299,700 △299,700

３ 有価証券の売却による収入  300,000 ― 200,000

４ 有形固定資産の取得による支出  △225,780 △178,587 △188,696

５ 有形固定資産の売却による収入  65,021 1,959,759 1,959,759

６ 無形固定資産の取得による支出  △172,634 △210,569 △294,696

７ 無形固定資産の売却による収入  6,221 ― ―

８ 投資有価証券の取得による支出  △4,550 △117,474 △323,934

９ 投資有価証券の売却による収入  52,081 9,269 80,577

10 子会社株式取得に伴う支出  △1,400 ― △27,000

11 連結の範囲の変更を伴う 

  子会社株式取得による収入 
※２ 221,201 ― ―

12 貸付による支出  △36,679 △5,330 △6,630

13 貸付金の回収による収入  37,696 4,191 504,973

14 その他  △10 △330 △329

投資活動による 

キャッシュ・フロー 
 △70,783 1,161,228 1,604,324

Ⅲ 財務活動による 

キャッシュ・フロー 
  

１ 短期借入金の純増減額  1,245,034 △429,100 △429,100

２ 長期借入れによる収入  ― 200,000 200,000

３ 長期借入金の返済による支出  △206,995 △1,398,306 △1,486,456

４ 社債の償還による支出  △9,900 ― ―

５ 株式の発行による収入  349,500 28,500 54,900

６ 自己株式の売却による収入  ― 80,050 80,050

７ 配当金の支払による支出  △310,344 △108,943 △107,156

８ 少数株主への配当金の支払による

支出 
 △8,000 ― ―

９ その他  △39,150 △42,042 △53,361

財務活動による 

キャッシュ・フロー 
 1,020,143 △1,669,840 △1,741,123

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る為替差額  8 ― ―

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額  572,308 510,413 1,409,030

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高  5,150,894 3,741,864 3,741,864

Ⅶ 現金及び現金同等物の 

第３四半期末(期末)残高 
※１ 5,723,203 4,252,277 5,150,894
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第３四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

 

項目 
当第３四半期連結会計期間
(自 平成15年10月１日 
至 平成16年６月30日) 

前第３四半期連結会計期間
(自 平成14年10月１日 
至 平成15年６月30日) 

前連結会計年度 
(自 平成14年10月１日 
至 平成15年９月30日) 

１ 連結の範囲に関す
る事項 

連結子会社の数６社 
(子会社は全て連結されて
おります。) 
 ㈱フルキャストオフィス
サポート、㈱フルキャスト
テクノロジー、㈱フルキャ
ストスポーツ、㈱フルキャ
ストファクトリー、㈱フル
キャストセントラル、㈱ア
パユアーズ 
 なお、当第３四半期連結
会計期間において、㈱アパ
ユアーズは、平成16年６月
１日に株式交換により完全
子会社となったため、当該
日を基準日とし、連結の範
囲に含めております。 
 

連結子会社の数５社 
(子会社は全て連結されて
おります。) 
 ㈱フルキャストオフィス
サポート、㈱フルキャスト
テクノロジー、㈱フルキャ
ストスポーツ、㈱フルキャ
ストファクトリー、㈱フル
キャストセントラル 
 
  なお、当第３四半期連結
会計期間において、㈱フル
キャストウィズ及び㈱フル
キャストシステムコンサル
ティングは、平成14年10月
１日をもって合併しており
ます。 
 合併後の存続会社の商号
は㈱フルキャストテクノロ
ジーに変更いたしました。
 ㈱フルキャストレディ
は、会社分割を行い営業の
一部を平成14年10月１日に
当社が承継しております。
 分割後の商号は㈱フルキ
ャストオフィスサポートに
変更いたしました。 
 フルキャスト人事コンサ
ルティング㈱は、平成15年
１月１日に㈱フルキャスト
オフィスサポートに合併し
ております。 

連結子会社の数５社 
(子会社は全て連結されて
おります。) 
 ㈱フルキャストオフィス
サポート、㈱フルキャスト
テクノロジー、㈱フルキャ
ストスポーツ、㈱フルキャ
ストファクトリー、㈱フル
キャストセントラル 
 
   なお、当連結会計年度に
おいて、㈱フルキャストウ
ィズ及び㈱フルキャストシ
ステムコンサルティング
は、平成14年10月１日をも
って合併しております。 
 合併後の存続会社の商号
は㈱フルキャストテクノロ
ジーに変更いたしました。
 ㈱フルキャストレディ
は、会社分割を行い営業の
一部を平成14年10月１日に
当社が承継しております。
 分割後の商号は㈱フルキ
ャストオフィスサポートに
変更いたしました。 
 フルキャスト人事コンサ
ルティング㈱は、平成15年
１月１日に㈱フルキャスト
オフィスサポートに合併し
ております。 

２ 持分法の適用に関
する事項 

(1) 持分法を適用した関連
会社数 
(関連会社は全て持分法を
適用しております。) 
１社 ㈱ネオキャリア 

 
 
(2) ―――――――― 

(1) 持分法を適用した関連
会社数 
(関連会社は全て持分法を
適用しております。) 
２社 ㈱アドグラムス 
 ㈱ネオキャリア 

 
 
 
 
 
 
 
 

(2) 持分法適用会社のう
ち、四半期決算日が異な
る会社については、第３
四半期連結決算日現在
で中間決算に準じた仮
決算を行った財務諸表
を基礎としております。

(1) 持分法を適用した関連
会社数 
(関連会社は全て持分法を
適用しております。) 

１社 ㈱ネオキャリア 

 
  なお、㈱アドグラムス
は、平成15年９月24日に
株式の一部売却により持
株比率が低下したため、
当該日を基準日とし、持
分法適用から除外してお
ります。 

 
(2) ―――――――― 
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項目 
当第３四半期連結会計期間
(自 平成15年10月１日 
至 平成16年６月30日) 

前第３四半期連結会計期間
(自 平成14年10月１日 
至 平成15年６月30日) 

前連結会計年度 
(自 平成14年10月１日 
至 平成15年９月30日) 

３ 連結子会社の四半
期決算日(決算日)
等に関する事項 

 連結子会社の第３四半期
決算日が第３四半期連結決
算日と異なる会社は次のと
おりであります。 

会社名 決算日

㈱アパユアーズ ５月31日

 連結財務諸表の作成につ
いては、第３四半期連結決
算日現在で本決算に準じ
た仮決算を行った財務諸
表を基礎としております。
 なお、平成16年７月29日
開催の定時株主総会におい
て決算日を９月30日に変更
しております。 

 連結子会社の第３四半期
決算日は、第３四半期連結
決算日と一致しておりま
す。 
 
 
 
 
 

 連結子会社の決算日は、
連結決算日と一致しており
ます。 

４ 会計処理基準に関
する事項 

(1) 重要な資産の評価基準
及び評価方法 
① 有価証券 
 その他有価証券 
  時価のあるもの 
   第３四半期連結決

算日の市場価格
等に基づく時価
法(評価差額は全
部資本直入法に
より処理し、売却
原価は移動平均
法により算定) 

     

(1) 重要な資産の評価基準
及び評価方法 
① 有価証券 
 その他有価証券 
  時価のあるもの 
   第３四半期連結決

算日の市場価格
等に基づく時価
法(評価差額は全
部資本直入法に
より処理し、売却
原価は移動平均
法により算定) 

    なお、複合金融
商品については、
組込デリバティ
ブを区別して測
定することがで
きないため、全体
を時価評価し、評
価差額を損益に
計上しておりま
す。  

(1) 重要な資産の評価基準
及び評価方法 
① 有価証券 
 その他有価証券 
  時価のあるもの 
   連結会計年度末の

市場価格等に基
づく時価法(評価
差額は全部資本
直入法により処
理し、売却原価は
移動平均法によ
り算定) 

    なお、複合金融
商品については、
組込デリバティ
ブを区別して測
定することがで
きないため、全体
を時価評価し、評
価差額を損益に
計上しておりま
す。 

   時価のないもの 
   移動平均法による

原価法 

  時価のないもの 
   同左 

  時価のないもの 
   同左 

 ② デリバティブ 
  時価法 

② デリバティブ 
  同左 

② デリバティブ 
  同左 

 ③ たな卸資産 
  原材料・貯蔵品 
   先入先出法に基づ

く原価法 
  仕掛品 
   個別法に基づく原

価法 
 

③ たな卸資産 
  原材料・貯蔵品 
   同左 
 

仕掛品 
   同左 

 

③ たな卸資産 
  原材料・貯蔵品 
   同左 
 
  仕掛品 
   同左 
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                                    株式会社フルキャスト 

 

項目 
当第３四半期連結会計期間
(自 平成15年10月１日 
至 平成16年６月30日) 

前第３四半期連結会計期間
(自 平成14年10月１日 
至 平成15年６月30日) 

前連結会計年度 
(自 平成14年10月１日 
至 平成15年９月30日) 

 (2) 重要な減価償却資産の
減価償却の方法 
① 有形固定資産 
  定率法 
  ただし、平成10年４
月１日以降に取得した
建物(附属設備を除く)
については、定額法 

  なお、主な耐用年数
は以下のとおりであり
ます。 
建物及び構築物 

３～56年 
機械装置及び運搬具

２～10年 
工具器具備品 

２～15年 

(2) 重要な減価償却資産の
減価償却の方法 
① 有形固定資産 
  同左 
   
 
   
 
  なお、主な耐用年数
は以下のとおりであり
ます。 
建物及び構築物 

２～56年 
機械装置及び運搬具

２～10年 
工具器具備品 

２～19年 

(2) 重要な減価償却資産の
減価償却の方法 
① 有形固定資産 
  同左 
   
 
 
 
  なお、主な耐用年数
は以下のとおりであり
ます。 
建物及び構築物 

２～56年 
機械装置及び運搬具

２～10年 
工具器具備品 

２～19年 
 ② 無形固定資産 

  定額法 
  なお、ソフトウェア
(自社利用分)について
は、社内における利用
可能期間(３～５年)に
基づく定額法 

  また、ソフトウェア
(販売目的分)について
は、見込有効期間(３
年)における見込販売
数量に基づく償却額と
販売可能な残存有効期
間に基づく均等償却額
を比較し、いずれか大
きい金額を計上してお
ります。 

 

② 無形固定資産 
  定額法 
  なお、ソフトウェア
(自社利用分)について
は、社内における利用
可能期間(３～５年)に
基づく定額法 

② 無形固定資産 
  定額法 
  なお、ソフトウェア
(自社利用分)について
は、社内における利用
可能期間(３～５年)に
基づく定額法 

  また、ソフトウェア
(販売目的分)について
は、見込有効期間(３
年)における見込販売
数量に基づく償却額と
販売可能な残存有効期
間に基づく均等償却額
を比較し、いずれか大
きい金額を計上してお
ります。 

 (3) 重要な繰延資産の処理
方法 
  新株発行費 
  支出時に全額費用と
して処理 

  社債発行差金 
  商法の規定に基づく
償却期間で均等償却 

 

(3) 重要な繰延資産の処理
方法 
  新株発行費 
  同左 
 
   社債発行差金 
  同左 
 

(3) 重要な繰延資産の処理
方法 
  新株発行費 
  同左 
 
  社債発行差金 
  同左 
 

 (4) 重要な引当金の計上基
準 
① 貸倒引当金 
  売上債権、貸付金等
の貸倒損失に備えるた
め、一般債権について
は貸倒実績率により、
貸倒懸念債権等特定の
債権については個別に
回収可能性を検討し、
回収不能見込額を計上
しております。 

(4) 重要な引当金の計上基
準 
① 貸倒引当金 
  同左 

(4) 重要な引当金の計上基
準 
① 貸倒引当金 
  同左 
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                                    株式会社フルキャスト 

 

項目 
当第３四半期連結会計期間
(自 平成15年10月１日 
至 平成16年６月30日) 

前第３四半期連結会計期間
(自 平成14年10月１日 
至 平成15年６月30日) 

前連結会計年度 
(自 平成14年10月１日 
至 平成15年９月30日) 

 ② 賞与引当金 
 従業員の賞与支給に
備えるため、その支給
見込額のうち当第３四
半期連結会計期間の負
担額を計上しておりま
す。 

② 賞与引当金 
 同左 

② 賞与引当金 
 従業員の賞与支給に
備えるため、その支給
見込額のうち当連結会
計年度の負担額を計上
しております。 

 ③ 退職給付引当金 
 当社及び一部の連結
子会社については、従
業員の退職給付に備え
るため、主として当連
結会計年度末における
退職給付債務及び年金
資産の見込額に基づ
き、当第３四半期連結
会計期間末において発
生していると認められ
る額を計上しておりま
す。 
 数理計算上の差異に
ついては、主として発
生時の連結会計年度に
一括して処理しており
ます。 

③ 退職給付引当金 
 従業員の退職給付に
備えるため、主として
当連結会計年度末にお
ける退職給付債務及び
年金資産の見込額に基
づき、当第３四半期連
結会計期間末において
発生していると認めら
れる額を計上しており
ます。 
 数理計算上の差異に
ついては、主として発
生時の連結会計年度に
一括して処理しており
ます。 
 

 
 
 

③ 退職給付引当金 
 当社及び一部の連結
子会社については、従
業員の退職給付に備え
るため、主として当連
結会計年度末における
退職給付債務及び年金
資産の見込額に基づ
き、当連結会計年度末
において発生している
と認められる額を計上
しております。 
 数理計算上の差異に
ついては、主として発
生時の連結会計年度に
一括して処理しており
ます。 
 

 (追加情報) 

 連結子会社１社につ
いては、従来、従業員
の退職給付に備えるた
め、連結会計年度末に
おける退職給付債務及
び年金資産の見込額に
基づき、連結会計年度
末において発生してい
ると認められる額を計
上しておりましたが、
平成15年９月17日の取
締役会において、退職
金制度の廃止を決定い
たしました。この退職
金制度の廃止に伴い、
当連結会計年度末の退
職給付引当金残高の当
期未使用残高14,906千
円を取崩し、特別利益
に計上しております。

 

④ 役員退職慰労引当金
 一部の連結子会社に
ついては、役員の退職
により支給する退職慰
労金に充てるため、内
規に基づく当第３四半
期連結会計期間末要支
給額相当額を計上して
おります。 
 

④ 役員退職慰労引当金
 同左 
  

④ 役員退職慰労引当金
 一部の連結子会社に
ついては、役員の退職
により支給する退職慰
労金に充てるため、内
規に基づく期末要支給
額相当額を計上してお
ります。 
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項目 
当第３四半期連結会計期間
(自 平成15年10月１日 
至 平成16年６月30日) 

前第３四半期連結会計期間
(自 平成14年10月１日 
至 平成15年６月30日) 

前連結会計年度 
(自 平成14年10月１日 
至 平成15年９月30日) 

 (5) 重要な外貨建の資産又
は負債の本邦通貨への換
算の基準 
外貨建金銭債権債務

は、当第３四半期連結会
計期間末日の直物為替
相場により円貨に換算
し、換算差額は損益とし
て処理しております。 
 

(5) 重要な外貨建の資産又
は負債の本邦通貨への換
算の基準 
同左 

(5) 重要な外貨建の資産又
は負債の本邦通貨への換
算の基準 
外貨建金銭債権債務

は、当連結決算期末日の
直物為替相場により円貨
に換算し、換算差額は損
益として処理しておりま
す。 

 (6) 重要なリース取引の処
理方法 
 リース物件の所有権が
借主に移転すると認めら
れるもの以外のファイナ
ンス・リース取引につい
ては、通常の賃貸借取引
に係る方法に準じた会計
処理によっております。
 

(6) 重要なリース取引の処
理方法 
 同左 

(6) 重要なリース取引の処
理方法 
 同左 

 (7) 重要なヘッジ会計の方
法 
① ヘッジ会計の方法 
  繰延ヘッジ処理によ
っております。 
  また、金利スワップ
取引のうち、「金利ス
ワップの特例処理」
（金融商品に係る会計
基準注解（注14））の対
象となる取引について
は、当該特例処理を採
用しております。 

(7) 重要なヘッジ会計の方
法 
① ヘッジ会計の方法 
  同左 

(7) 重要なヘッジ会計の方
法 
① ヘッジ会計の方法 
  同左 

 ② ヘッジ手段とヘッジ
対象 

  ヘッジ会計を適用し
たヘッジ手段とヘッジ
対象は以下のとおりで
あります。 

  ヘッジ手段 
   …金利スワップ 
  ヘッジ対象 
   …変動金利による

借入金の利息 

② ヘッジ手段とヘッジ
対象 

  同左 

② ヘッジ手段とヘッジ
対象 

   同左 

 ③ ヘッジ方針 
  金利変動リスクをヘ
ッジする目的で、金利
スワップ取引を行って
おります。 

  同取引は、社内規程
に基づき、所轄担当部
署が行っており、個々
の契約について内部監
査担当者が手続及び取
引の妥当性を検証して
おります。 

③ ヘッジ方針 
  同左 

③ ヘッジ方針 
  同左 
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項目 
当第３四半期連結会計期間
(自 平成15年10月１日 
至 平成16年６月30日) 

前第３四半期連結会計期間
(自 平成14年10月１日 
至 平成15年６月30日) 

前連結会計年度 
(自 平成14年10月１日 
至 平成15年９月30日) 

 ④ ヘッジ有効性評価の
方法 

  金利スワップ取引 
 ヘッジ対象及びヘッ
ジ手段について、毎連
結会計年度末（中間連
結会計期間末を含む）
に個別取引毎のヘッジ
効果を検討しておりま
すが、ヘッジ対象とヘ
ッジ手段について元
本、利率、期間等の重
要な条件が同一である
場合には、本検証を省
略することとしており
ます。 
 

④ ヘッジ有効性評価の
方法 

  金利スワップ取引 
    同左 

④ ヘッジ有効性評価の
方法 

  金利スワップ取引 
  同左 

 (8) その他四半期連結財務
諸表作成のための重要な
事項 

  消費税等の会計処理 
  消費税及び地方消費税
の会計処理は税抜方式に
よっております。 

(8) その他四半期連結財務
諸表作成のための重要な
事項 

  消費税等の会計処理 
  同左 

(8) その他連結財務諸表作
成のための重要な事項 

 
  消費税等の会計処理 
  同左 

５ 四半期連結キャッ
シュ・フロー計算
書(連結キャッシ
ュ・フロー計算書)
における資金の範
囲 

 手許現金、要求払預金及
び取得日から３ヶ月以内に
満期日の到来する流動性の
高い、容易に換金可能であ
り、かつ、価値の変動につ
いて僅少なリスクしか負わ
ない短期的な投資からなっ
ております。 

 同左  同左 
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(表示方法の変更) 

 

項目 
当第３四半期連結会計期間 
(自 平成15年10月１日 
至 平成16年６月30日) 

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成14年10月１日 
至 平成15年６月30日) 

未払費用 
 

 前第３四半期連結会計期間末ま

で流動負債の「その他」に含めて

おりました「未払費用」は、負債、

少数株主持分及び資本の合計の

100分の５を超えたため、当第３四

半期連結会計期間末において区分

掲記することに変更いたしまし

た。 

 なお、前第３四半期連結会計期

間末における流動負債の「未払費

用」は、556,011千円であります。

  ―――――――――― 

投資有価証券売却益  前第３四半期連結会計期間まで

営業活動によるキャッシュ・フロ

ーの「その他」に含めておりまし

た「投資有価証券売却益」は、金

額的重要性が増したため、当第３

四半期連結会計期間において区分

掲記することといたしました。 

 なお、前第３四半期連結会計期

間の「投資有価証券売却益」は、

284千円であります。 

  ―――――――――― 

保険積立金の増加額  前第３四半期連結会計期間まで

営業活動によるキャッシュ・フロ

ーの「その他」に含めておりまし

た「保険積立金の増加額」は、金

額的重要性が増したため、当第３

四半期連結会計期間において区分

掲記することといたしました。 

 なお、前第３四半期連結会計期

間の「保険積立金の増加額」は、

79,680千円であります。 

  ―――――――――― 

― 24 ― 



                                    株式会社フルキャスト 

   
注記事項 

(第３四半期連結貸借対照表関係) 

 
当第３四半期連結会計期間末 

(平成16年６月30日) 
前第３四半期連結会計期間末 

(平成15年６月30日) 
前連結会計年度末 
(平成15年９月30日) 

※１ 担保資産及び担保付債務 
 担保に供している資産は次のと
おりであります。 
建物及び構築物 235,354 千円 
土地 606,469  

計 841,823 千円 
 
 担保付債務は次のとおりであり
ます。 
短期借入金 1,100,000 千円 
長期借入金 342,228  
(うち１年以内
返済予定の長期
借入金 

 
 

75,568) 

計 1,442,228 千円 
  

※１ 担保資産及び担保付債務 
 担保に供している資産は次のと
おりであります。 
建物及び構築物 245,786千円
土地 606,469 

計 852,255千円
 
 担保付債務は次のとおりであり
ます。 
短期借入金 600,000千円
長期借入金 432,787 
(うち１年以内
返済予定の長期
借入金 

 
 

90,559) 

計 1,032,787千円
 

※１ 担保資産及び担保付債務 
 担保に供している資産は次のと
おりであります。 
建物及び構築物 243,091千円
土地 606,469 

計 849,560千円
 
 担保付債務は次のとおりであり
ます。 
短期借入金 500,000千円
長期借入金 408,894 
(うち１年以内
返済予定の長期
借入金 

 
 

85,558) 

計 908,894千円
 

※２ ―――――――――― ※２ ―――――――――― ※２ 非連結子会社及び関連会社に
対するものは、次のとおりであり
ます。 
投資有価証券(株式) 9,791千円
  

 
 ３ 当社及び連結子会社１社にお

いては、運転資金の効率的な調
達を行うため取引銀行８行と当
座貸越契約を締結しておりま
す。 

   当第３四半期連結会計期間末
における当座貸越契約に係る借
入金未実行残高は次のとおりで
あります。 
当座貸越極度額
の総額 

6,300,000 千円 

借入実行額 1,800,000  

差引額 4,500,000 千円 
 

 ３ ――――――――――  ３ 当社及び連結子会社３社にお
いては、運転資金の効率的な調
達を行うため取引銀行７行と当
座貸越契約を締結しておりま
す。 

   当連結会計年度末における当
座貸越契約に係る借入金未実行
残高は次のとおりであります。

 
当座貸越極度額
の総額 

3,700,000千円

借入実行額 800,000 

差引額 2,900,000千円
 

 

― 25 ― 



                                    株式会社フルキャスト 

(第３四半期連結損益計算書関係) 

 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成15年10月１日 
至 平成16年６月30日) 

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成14年10月１日 
至 平成15年６月30日) 

前連結会計年度 
(自 平成14年10月１日 
至 平成15年９月30日) 

※１ 販売費及び一般管理費のうち
主要な費目及び金額は、次のと
おりであります。 
給料及び賞与 2,303,743 千円 
雑給 1,195,347  
法定福利費 330,264  
賞与引当金繰入額 155,876  
退職給付費用 117,753  
役員退職慰労 
引当金繰入額 

989  

通信費 346,495  
広告宣伝費 102,462  
旅費交通費 381,177  
地代家賃 648,097  
減価償却費 184,263  
求人費 564,080  
貸倒引当金繰入額 26,280  

 

※１ 販売費及び一般管理費のうち
主要な費目及び金額は、次のと
おりであります。 
給料及び賞与 1,896,808千円
雑給 989,969 
法定福利費 304,324 
賞与引当金繰入額 131,456 
退職給付費用 143,432 
役員退職慰労 
引当金繰入額 

896 

通信費 282,735 
広告宣伝費 149,337 
旅費交通費 304,111 
地代家賃 463,374 
減価償却費 162,559 
求人費 384,929 
貸倒引当金繰入額 38,008 

 

※１ 販売費及び一般管理費のうち
主要な費目及び金額は、次のと
おりであります。 

給料及び賞与 2,466,512千円
雑給 1,335,796 
法定福利費 399,544 
賞与引当金繰入額 277,718 
退職給付費用 171,175 
役員退職慰労 
引当金繰入額 

1,195 

通信費 374,057 
広告宣伝費 158,702 
旅費交通費 421,603 
地代家賃 644,452 
減価償却費 219,535 
求人費 529,884 
貸倒引当金繰入額 40,694 
  

※２ 固定資産売却益の内容は、次
のとおりであります。 

工具器具備品 16千円 
 

※２ 固定資産売却益の内容は、次
のとおりであります。 

機械装置及び運搬具 666千円
工具器具備品 3,033 
土地 105,786 

計 109,486千円
 

※２ 固定資産売却益の内容は、次
のとおりであります。 

機械装置及び運搬具 666千円
工具器具備品 3,033 
土地 105,786 

計 109,486千円
  

※３  ―――――――― ※３ 固定資産売却損の内容は、次
のとおりであります。 

機械装置及び運搬具 341千円
 

※３ 固定資産売却損の内容は、次
のとおりであります。 

機械装置及び運搬具 341千円
  

※４ 固定資産除却損の内容は、次
のとおりであります。 
建物及び構築物 342千円 
機械装置及び運搬具 799 
工具器具備品 2,380 

計 3,521千円 
  

※４ 固定資産除却損の内容は、次
のとおりであります。 
建物及び構築物 370千円
機械装置及び運搬具 5,103 
工具器具備品 3,710 
ソフトウェア 17,828 

計 27,012千円
 

※４ 固定資産除却損の内容は、次
のとおりであります。 
建物及び構築物 370千円
機械装置及び運搬具 5,164 
工具器具備品 4,718 
ソフトウェア 17,828 

計 28,081千円
  
 

※５  ―――――――― ※５  ―――――――― ※５ 本社移転費用については、現
状回復費用、移転作業費用及び
固定資産除却損等であります。

   なお、本社移転費用に含めて
表示しております固定資産除却
損の内容は、次のとおりであり
ます。 
建物及び構築物 20,543千円
工具器具備品 667 

計 21,210千円
  

※６  ―――――――― 
  

※６ 解約違約金は借入契約期間満
了前に一括返済をしたことによ
る違約金であります。 

※６ 解約違約金は借入契約期間満
了前に一括返済をしたことによ
る違約金であります。 
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(第３四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成15年10月１日 
至 平成16年６月30日) 

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成14年10月１日 
至 平成15年６月30日) 

前連結会計年度 
(自 平成14年10月１日 
至 平成15年９月30日) 

※１ 現金及び現金同等物の第３四
半期末残高と第３四半期連結貸
借対照表に掲記されている科目
の金額との関係 

現金及び預金 5,245,581 千円 
預入期間が３ヶ月
を超える定期預金 

△22,410  

マネーマネジメン
トファンド 

300,017  

フリーファイナン
シャルファンド 

200,014  

現金及び現金同等
物 

5,723,203 千円 
 

※１ 現金及び現金同等物の第３四
半期期末残高と第３四半期連結
貸借対照表に掲記されている科
目の金額との関係 

現金及び預金 3,752,194千円
マネーマネジメン
トファンド 

300,076 

フリーファイナン
シャルファンド 

200,006 

現金及び現金同等
物 

4,252,277千円

 
 
 

※１ 現金及び現金同等物の期末残
高と連結貸借対照表に掲記され
ている科目の金額との関係 

 
現金及び預金 4,650,781千円
マネーマネジメン
トファンド 

300,104 

フリーファイナン
シャルファンド 

200,008 

現金及び現金同等
物 

5,150,894千円
 

※２ 新たに連結子会社となった会
社の資産及び負債の主な内訳 

   株式交換により㈱アパユアー
ズを連結したことに伴う連結開
始時の資産及び負債の内訳並び
に当該会社取得のための支出
（純額）との関係は次のとおり
となります。 

流動資産 652,029 千円 
固定資産 55,915 千円 
連結調整勘定 317,708 千円 
流動負債 498,161 千円 
固定負債 2,620 千円 

当該会社株式の取
得価額 

524,872 千円 

当該会社株式と交
換した代用自己株
式 

△524,872 千円 

当該会社の現金及
び現金同等物 

△229,596 千円 

当該会社株式取得
に要した費用 

8,394 千円 

差引当該会社取得
のための支出 

△221,201 千円 

   
 

※２  ―――――――― ※２  ―――――――― 

 

― 27 ― 



                                    株式会社フルキャスト 

(有価証券関係) 

当第３四半期連結会計期間末(平成16年６月30日現在) 

１ 時価のある有価証券 

その他有価証券 

当第３四半期連結会計期間末 
(平成16年６月30日) 

区分 
取得原価 
(千円) 

第３四半期 
連結貸借対照表計上額 

(千円) 

差額 
(千円) 

① 株式 423,973 1,186,428 762,454

② 債券 

国債・地方債等 ― ― ―

社債 ― ― ―

その他   ― ― ―

③ その他 ― ― ―

合計 423,973 1,186,428 762,454

 

２ 時価評価されていない有価証券 

(1)子会社株式及び関連会社株式 

   関連会社株式                10,800千円 

(2)その他有価証券 

   非上場株式(店頭売買株式を除く)        86,369千円 

   フリーファイナンシャルファンド       200,014千円 

   マネーマネジメントファンド        300,017千円 

   コマーシャルペーパー           299,389千円 

  （注）株式の第３四半期連結貸借対照表計上額には、減損処理後の金額を記載しております。 

   なお、減損金額は、11,109千円であります。 

 
 

 前第３四半期連結会計期間末(平成15年６月30日現在) 

１ 時価のある有価証券 

その他有価証券 

前第３四半期連結会計期間末 
(平成15年６月30日) 

区分 
取得原価 
(千円) 

第３四半期 
連結貸借対照表計上額 

(千円) 

差額 
(千円) 

① 株式 186,695 207,987 21,291

② 債券 

国債・地方債等 ― ― ―

社債 ― ― ―

その他 （注） 499,916 501,290 1,373

③ その他 ― ― ―

合計 686,611 709,277 22,665
 
（注）当第３四半期連結会計期間において、債券の「その他」に含まれる複合金融商品（契約額200,000千円）の時価評価を行い、 

   評価差額を損益に計上しております。当該複合金融商品の取得原価は、評価損益計上後の価額によっております。 
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２ 時価評価されていない有価証券 

(1)子会社株式及び関連会社株式 

   関連会社株式                 8,434千円 

(2)その他有価証券 

  非上場株式(店頭売買株式を除く)       207,483千円 

   フリーファイナンシャルファンド      200,006千円 

   マネーマネジメントファンド        300,076千円 

  （注）株式の第３四半期連結貸借対照表計上額には、減損処理後の金額を記載しております。 

   なお、減損金額は、24,064千円であります。 

 

 

 前連結会計年度末(平成15年９月30日現在) 

１ 時価のある有価証券 

その他有価証券 

前連結会計年度末 
(平成15年９月30日) 

区分 
取得原価 
(千円) 

連結貸借対照表計上額 
(千円) 

差額 
(千円) 

① 株式  352,155 403,877 51,721

② 債券 

国債・地方債等 ― ― ―

社債 ― ― ―

その他 （注） 300,000 301,120 1,120

③ その他 ― ― ―

合計 652,155 704,997 52,841

（注）当連結会計年度において、債券の「その他」に含まれる複合金融商品（契約額200,000千円）の時価評価を行い、評価差額

を損益に計上しております。当該複合金融商品の取得原価は、評価損益計上後の価額によっております。 

 

２ 時価評価されていない有価証券 

(1)子会社株式及び関連会社株式 

   関連会社株式               9,791千円 

(2)その他有価証券 

   非上場株式(店頭売買株式を除く)     187,980千円 

   フリーファイナンシャルファンド     200,008千円 

   マネーマネジメントファンド       300,104千円 

  （注）株式の連結貸借対照表計上額には、減損処理後の金額を記載しております。 

   なお、減損金額は、43,567千円であります。 
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(デリバティブ取引関係) 

当第３四半期連結会計期間末(平成16年６月30日現在) 

金利スワップ取引を行っておりますが、いずれもヘッジ会計を適用しておりますので記載対象から除いて

おります。 

 

 
前第３四半期連結会計期間末(平成15年６月30日現在) 

複合金融商品の組込デリバティブの契約額等及び評価損益は、「(有価証券関係)１ 時価のある有価証

券」の注書きに開示しております。なお、金利スワップ取引を行っておりますが、いずれもヘッジ会計を適

用しておりますので記載対象から除いております。 

 

 
前連結会計年度末(平成15年９月30日現在) 

複合金融商品の組込デリバティブの契約額等及び評価損益は、「(有価証券関係)１ 時価のある有価証

券」注書きに開示しております。なお、金利スワップ取引を行っておりますが、いずれもヘッジ会計を適用

しておりますので記載対象から除いております。 
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（セグメント情報） 

事業の種類別セグメント情報 

当第３四半期連結会計期間(自 平成15年10月１日 至 平成16年６月30日) 

 
スポット 
事業(千円) 

ファクトリー
事業(千円)

テクノロジー
事業(千円)

その他事業
(千円) 

計 
(千円) 

消去又は 
全社(千円) 

連結 
(千円) 

売上高及び営業損益    

売上高    

 (1) 外部顧客に 
対する売上高 

21,278,007 8,938,252 4,329,967 322,401 34,868,629 ― 34,868,629

 (2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

254,089 30,117 49,333 13,396 346,938 (346,938) ―

計 21,532,097 8,968,370 4,379,301 335,798 35,215,567 (346,938) 34,868,629

営業費用 19,455,091 8,596,774 4,237,874 384,066 32,673,806 40,191 32,713,997

営業利益又は 
営業損失(△) 

2,077,006 371,595 141,427 △48,268 2,541,760 (387,129) 2,154,631

(注)１．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

  ２．事業の種類別セグメントについて 

    (1)スポット事業…………短期業務請負、短期人材派遣 

    (2)ファクトリー事業……工場ライン請負 

    (3)テクノロジー事業……技術系業務請負、技術者派遣、情報通信 

    (4)その他事業……………スポーツエージェント、飲食店経営 

  ３．当第３連結会計期間における営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は、407,352千円で

あり、その主なものは当社の経理部門等管理部門に係る費用であります。 

 
 
 
前第３四半期連結会計期間(自 平成14年10月１日 至 平成15年６月30日) 

 
スポット 
事業(千円) 

ファクトリー
事業(千円)

テクノロジー
事業(千円)

その他事業
(千円) 

計 
(千円) 

消去又は 
全社(千円) 

連結 
(千円) 

売上高及び営業損益    

売上高    

 (1) 外部顧客に 
対する売上高 

16,548,077 7,766,802 3,105,763 470,245 27,890,890 ― 27,890,890

 (2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

283,321 28,267 42,743 30,109 384,442 (384,442) ―

計 16,831,398 7,795,070 3,148,507 500,355 28,275,332 (384,442) 27,890,890

営業費用 15,105,470 7,437,813 3,091,504 527,770 26,162,558 41,562 26,204,120

営業利益又は 
営業損失(△) 

1,725,928 357,257 57,003 △27,451 2,112,774 (426,004) 1,686,769

(注)１．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

  ２．事業の種類別セグメントについて 

    (1)スポット事業…………短期業務請負、短期人材派遣 

    (2)ファクトリー事業……工場ライン請負 

    (3)テクノロジー事業……技術系業務請負、技術者派遣、情報通信 

    (4)その他事業……………人材紹介、スポーツエージェント、外食チェーンのフランチャイジー等 

  ３．当第３四半期連結会計期間における営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は、481,863

千円であり、その主なものは当社の経理部門等管理部門に係る費用であります。 
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前連結会計年度(自 平成14年10月１日 至 平成15年９月30日) 

 
スポット 
事業(千円) 

ファクトリー
事業(千円)

テクノロジー
事業(千円)

その他事業
(千円) 

計 
(千円) 

消去又は 
全社(千円) 

連結 
(千円) 

売上高及び営業損益    

売上高    

 (1) 外部顧客に 
対する売上高 

22,205,911 10,713,647 4,313,317 712,535 37,945,412 ― 37,945,412

 (2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

382,414 39,293 489,027 53,246 963,982 (963,982) ―

計 22,588,326 10,752,940 4,802,345 765,782 38,909,394 (963,982) 37,945,412

営業費用 20,318,356 10,158,932 4,600,921 741,118 35,819,328 (329,231) 35,490,096

営業利益 2,269,970 594,007 201,424 24,663 3,090,065 (634,750) 2,455,315

(注)１．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

  ２．各事業の主なサービス 

    (1) スポット事業…………短期業務請負、短期人材派遣 

    (2) ファクトリー事業……工場ライン請負 

    (3) テクノロジー事業……技術系業務請負、技術者派遣、情報通信 

    (4) その他事業……………人材紹介、スポーツエージェント、外食チェーンのフランチャイジー等 

  ３．当連結会計年度における営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は、581,355千円であり、

その主なものは当社の経理部門等管理部門に係る費用であります。 

 
 
 
 
 

所在地別セグメント情報 

当第３四半期連結会計期間、前第３四半期連結会計期間及び前連結会計年度いずれにおいても、本邦以外の

国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

 
 

海外売上高 

当第３四半期連結会計期間、前第３四半期連結会計期間及び前連結会計年度いずれにおいても、海外売上高

は連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 
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                                    株式会社フルキャスト 

 
（１株当たり情報） 

 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成15年10月１日 
至 平成16年６月30日) 

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成14年10月１日 
至 平成15年６月30日) 

前連結会計年度 
(自 平成14年10月１日 
至 平成15年９月30日) 

１株当たり 
純資産額 

38,578円09銭 
 

１株当たり 
純資産額 

190,057円46銭
 

１株当たり 
純資産額 

198,486円00銭
 

１株当たり 
第３四半期純利益 

3,147円27銭 
 

１株当たり 
第３四半期純利益

19,575円94銭
 

１株当たり 
当期純利益 

27,373円46銭
 

潜在株式調整後 
１株当たり 
第３四半期純利益 

3,133円05銭 

 

潜在株式調整後 
１株当たり 
第３四半期純利益

19,454円73銭

 

潜在株式調整後 
１株当たり 
当期純利益 

27,118円49銭

 
(注)１．１株当たり第３四半期(当期)純利益及び潜在株式調整後１株当たり第３四半期(当期)純利益の算定上の基礎 

項目 

当第３四半期連結会計期間

(自 平成15年10月１日 

至 平成16年６月30日)

前第３四半期連結会計期間 

(自 平成14年10月１日 

至 平成15年６月30日) 

前連結会計年度 

(自 平成14年10月１日 

至 平成15年９月30日)

連結損益計算書上の 

第３四半期(当期)純利益（千円） 845,407 854,607 1,196,630

普通株式に係る第３四半期(当期) 

純利益（千円） 845,407 854,607 1,196,630

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ― ―

普通株式の期中平均株式数（株） 268,615 43,656 43,715

第３四半期(当期)純利益調整額（千円） ― ― ―

潜在株式調整後１株当たり第３四半期

(当期)純利益の算定に用いられた普通

株式増加数の主要な内訳（株） 

新株引受権 1,218 272 411

普通株式増加数 1,218 272 411

希薄化効果を有しないため、潜在株式

調整後１株当たり第３四半期(当期)純

利益の算定に含まれなかった潜在株式

の概要 

平成15年12月19日開催

の定時株主総会決議に

よるストックオプショ

ン（新株予約権 2,229

個） 

― ―

  ２．当第３四半期連結会計期間において、平成15年11月20日をもって普通株式１株を３株に株式分割（発行株式数89,658株）

し、平成16年５月20日をもって普通株式１株を２株に株式分割(発行株式数137,982株)しております。 

なお、当第３四半期連結会計期間の１株当たり当期純利益ならびに潜在株式調整後１株当たり当期純利益は、期首に分割

が行われたものとして算出しております。 

また、当該株式分割が前期首に行われたと仮定した場合の前第３四半期連結会計期間及び前連結会計年度における１株当

たり情報は、それぞれ以下のとおりとなります。 
  

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成14年10月１日 
至 平成15年６月30日) 

前連結会計年度 
(自 平成14年10月１日 
至 平成15年９月30日) 

１株当たり 
純資産額 

31,676円24銭 
 

１株当たり 
純資産額 

33,081円00銭
 

１株当たり 
第３四半期純利益 

3,262円65銭 
 

１株当たり 
当期純利益 

4,562円24銭
 

潜在株式調整後 
１株当たり 
第３四半期純利益 

3,242円45銭 

 

潜在株式調整後
１株当たり 
当期純利益 

4,519円74銭
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